
資料2-1

千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

5ヶ年の取組状況

令和３年 ６月



ソフト対策
鳥取地方
気象台

2

想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップ
の作成・周知等

④想定最大規模降雨による浸水想定区域図に基づく避難
対応の検討 目標時期： 【令和2年度：気象庁】

課題対応
A B C

E F K

•危険度分布とリスク情報を重ね合わせて表示し、提供開始

「防災気象情報の伝え方に関する検討会」（事務局：気象庁、国土交通省水管理・国土保全局、
国土交通省砂防部）において、リアルタイムの大雨の危険度と併せ、自分が住んでいる場所の危
険性も同時に確認できるよう、「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示する方向性が
示された。

住民の自主的な避難の判断や、市町村のより適切な避難情報の発令につながることを期待。

浸水想定区域を重ね
合わせ

ボタンで切替ボタンで切替

土砂災害警戒区域等

凡例も表
示

土砂災害
警戒区域等を
重ね合わせ 凡例も表

示

ボタンで切替ボタンで切替



ソフト対策

3

事態の切迫性やとるべき行動について、住民へより分かりやす
い情報提供の検討

⑨事態の切迫性やとるべき行動について、住民へより分かりや
すい情報提供の検討（1） 目標時期： 【平成28年度～29年度：気象庁】

課題対応 AAF

鳥取地方
気象台

防災気象情報の改善
・「土砂災害警戒判定メッシュ情報」の表示の改善（平成28年度）
・危険度を色分けした時系列の提供（平成29年度）
・早期警戒情報（警報級の可能性）の提供（平成29年度）
・危険度分布メッシュ情報の充実（平成29年度）

土砂災害警戒判定メッシュ情報表示の改善（Ｈ28）



平成ｘｘ年ｘｘ月ｘ日ｘｘ時ｘｘ分ｘｘ地方気象台発表
ｘｘ市
【発表】暴風，波浪警報 大雨，雷，濃霧注意報
【継続】高潮注意報
××市 今後の推移（ 警報級 注意報級）

発表中の

警報・注意報等の種別

７日 ８日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24

大雨

１時間最大雨量

(ミリ) 10 10 30 30 50 50 50 30

（浸水害）

暴風

風向

風速
（矢印・
メートル）

陸上 15 18 20 22 22 25 18 15 15

海上 20 22 25 28 28 30 22 20 20

波浪 波高（メートル） 5 5 8 8 8 9 8 7 7

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 0.8 1.0 1.8 2.0 1.8 1.2 1.2

◯ 災害発生の危険度の高まりを評価する技術の開発
（表面雨量指数・流域雨量指数）

◯ 大雨警報・洪水警報等を発表した市町村内においてどこで実際に
危険度が高まっているかを確認できる危険度分布の提供

◯ 危険度分布の技術を活用した大雨特別警報の発表対象区域の改善

基本的方向性
◯ 社会に大きな影響を与える現象について、可能性が高くなくとも発生のおそれを積極的に伝えていく。
◯ 危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく情報を提供していく。

交通政策審議会気象分科会提言「「新たなステージ」に対応した防災気象情報と観測・予測技術のあり方」 （平成27年7月29日）より

改善Ⅲ 危険度分布（メッシュ情報）の充実

改善Ⅱ「早期注意情報（警報級の可能性）」の提供

改善Ⅰ 危険度を色分けした時系列
◯ 今後予測される雨量等や危険度
の推移を時系列で提供

◯ 危険度を色分け

注意報・警報

（文章形式）

◯ 夜間の避難等の対応を支援する観点から、
可能性が高くなくても、「明朝までに警報級の現象になる可能性」を
夕方までに発表

◯ 台風等対応のタイムライン支援の観点から、
数日先までの警報級の現象になる可能性を提供

【現在】

【改善策】

日付 明朝まで 明日 明後日 （金） （土） （日）

警報級の
可能性

雨 中 － － 中 高 －

風 中 － － 高 高 －

【降雨により災害発生の危険度が高まるメカニズム】

H29.7.4
提供開始

H29.7.4
提供開始

従来から
提供

H29.5.17
提供開始

H29.5.17
提供開始

平成29年度出水期に実施した 防災気象情報の改善概要

ソフト対策
事態の切迫性やとるべき行動について、住民へより分かりやす
い情報提供の検討

⑨事態の切迫性やとるべき行動について、住民へより分かりや
すい情報提供の検討（2） 目標時期： 【平成28年度～29年度：気象庁】

課題対応 AAF

鳥取地方
気象台

4



ソフト対策

5

迅速かつ適確な情報提供に関する取組
鳥取地方
気象台

⑲地域住民と水防団・自主防災組織・消防署等の関係機関
が連携した水防訓練の実施

・鳥取県主催の水防訓練に参加（展示ブースの出展）

気象台出展の展示ブース



ソフト対策

6

市町村長に対し助言を行う者の育成・派遣

⑳市町村長に対し助言を行う者の育成・派遣 課題対応 D

目標時期： 【平成29年度～定期的に実施：気象庁】

鳥取地方
気象台

㉑河川防災担当職員を対象とした研修の実施 課題対応 I

目標時期： 【平成28年度～定期的に実施：気象庁】

・鳥取市長へのトップセミナーを実施
・県や市町の防災担当職員を対象とした研修を実施
・水防連絡会にて確認
・指定河川洪水予報部外伝達演習を実施

鳥取市長トップセミナー
市町の防災担当職員を対象とした研修

（気象防災ワークショップ）

㉒水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施

目標時期： 【平成29年度～継続実施：気象庁】

課題対応 SB



ソフト対策

7

小中学生等を対象とした防災教育

㊱小中学校等と連携した防災教育の拡充 目標時期： 【継続実施：気象庁】

鳥取地方
気象台

㊲防災学習の指導内容に合わせた教材等の作成 目標時期： 【継続実施：気象庁】

㊳学校教育関係者向け研修や講座等学習の場への参加

目標時期： 【継続実施：気象庁】

・気象台が中心となり、防災教育を実施
・気象台が中心となり学校教育関係者向け研修を実施
・気象庁e-ラーニング教材「大雨のときにどう逃げる」を作成

気象庁e-ラーニング教材
「大雨のときにどう逃げる」

学校防災教育

課題対応 AEAD



ソフト対策

8

地域住民に対する防災知識の普及

㊴地域住民等を対象とした出前講座の実施 課題対応 GF

目標時期： 【継続実施：気象庁】

鳥取地方
気象台

・気象台が中心となり、出前講座を実施

地域住民を対象とした出前講座



ソフト対策

9

多様な防災行動を踏まえたタイムラインの見直し

⑥避難勧告の発令に着目したタイムラインの見直し

目標時期： 【平成28年度～令和2年度：鳥取県】

課題対応 A C E

鳥取県

 平成29年 野坂川・大路川について避難勧告の発令に着目したタイムラインを作成した。
 令和2年 水防資材の事前設置等について建設業協会等と調整したことなどから、関係機関による

具体的な水防活動のタイミングを加える改良を行った。



ソフト対策

10

事態の切迫性やとるべき行動について、住民へより分かりやす
い情報提供の検討

⑨事態の切迫性やとるべき行動について、住民へより分かりや
すい情報提供の検討 目標時期： 【平成28年度～29年度：鳥取県】

課題対応 AAF

鳥取県

あんしんトリピーメール、あんしんトリピーなびにより住民への情報提供を行った



ソフト対策

11

市町村長に対し助言を行う者の育成・派遣

⑳市町村長に対し助言を行う者の育成・派遣 課題対応 D

目標時期： 【平成29年度～定期的に実施：鳥取県】

鳥取県

市町村への助言を行う可能性のある県職員の研修を行った（毎年）

別紙１

助言に関する勉強会次第 

日 時 令和元年６月１４日（金）１０：３０～１２：００ 

場 所 鳥取県建設技術センター 大研修室（３階） 
⇒ 所在地：鳥取県倉吉市福庭町２丁目２３番地

対象者 異常気象待機、または市町村に対し助言を行う可能性のある

県土整備事務所・整備局職員 

目 的 助言にかかる避難勧告等の判断で知っておくべきことの確認

次 第 

開会 

（１）災害対策基本法に伴う助言について（技術企画課：   ） 

（２）水害関係について（河川課：    ） 

（３）土砂災害関係について（治山砂防課：    ） 

（４）質疑応答 

 閉会 

過年度の開催状況



ソフト対策

12

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 鳥取県

㉓地域住民と水防団が参加した重要水防箇所等の合同点検

目標時期： 【継続実施：鳥取県】

課題対応 S

危険個所等における水防団との「重点監視区間」の共有化を行った

河川堤防の重点監視区間を中心に水防団（消防団）と鳥取市、鳥取県が合同で危険箇所等を現地点検し、今後の
備えとして状況共有・意見交換を実施
〇浜村川水系（浜村川・勝見川・永江川）及び河内川水系（河内川・河田川・末用川ほか）の
現地点検と重点監視の情報共有（気高町５分団[浜村、宝木、逢坂、瑞穂、酒津]と協働）
～ 水防活動の“現場の目線”、“河川管理者・内水管理者の目線”で普段から留意ポイントなど確認 ～



ソフト対策

13

排水活動の強化 鳥取県

㉝排水ポンプ車による排水訓練の実施 課題対応 X

目標時期： 【継続実施：鳥取県】

実施訓練状況

◆排水ポンプ車講習会◆

日 時 ： 令和２年６月９日（火） ９：３０～、１３：３０～
場 所 ： 塩見川（鳥取市福部町細川）
対 象 者 ： 鳥取県土職員 約２６名
講習概要： 技術員による排水ポンプ車操作説明

実操作訓練を実施。

出水対応に備えて「排水ポンプ車講習会」を実施した（毎年）

操作説明状況



ソフト対策

14

小中学生等を対象とした防災教育 鳥取県

近年発生した災害の教訓を踏まえ、小学校への防災教育を実施しています。
また地元自主防災会と連携し、防災学習の一環として浸水表示板の設置をモデル的に取り組んでいます。

令和２年７月１４日
（倉田小学校）

令和２年７月１６日
（世紀小学校）

令和２年９月１０日
（美保南小学校）

美保南小学校に３箇所設置

自主防災会と協働し“まちなか”に
想定最大規模の浸水想定表示板を
設置
（令和２年度は美保南地区をモデ
ル的に実施）

令和２年９月１５日
（美保南小学校）

㊱小中学校等と連携した水害（防災）教育の拡充
目標時期： 【継続実施：鳥取県】

㊲防災学習の指導内容に合わせた教材等の作成
目標時期： 【継続実施：鳥取県】

㊳学校教育関係者向け研修や講座等学習の場への参加
目標時期： 【継続実施：鳥取県】

課題対応 AEAD



ソフト対策

15

地域住民に対する防災知識の普及 鳥取県

令和２年７月２５日
（美保南地区）

令和２年９月１８日
（松保地区）

令和２年１１月６日
（矢原地区）

近年発生した災害の教訓を踏まえ、地域住民や就業施設などへ防災出前講座を実施しています。

㊴地域住民等を対象とした出前講座の実施
目標時期： 【継続実施：鳥取県】

㊵地域の特性に合わせた教材等の作成
目標時期： 【継続実施：鳥取県】

⑱川の防災情報や地デジのデータ放送等の有効性の周知
【再掲】 目標時期： 【継続実施：鳥取県】

課題対応 GF

令和２年１０月２１日
（就労支援事業所）



ソフト対策 迅速かつ適確な情報提供に関する取組 鳥取県

㊺共助の仕組みの強化（防災と福祉の連携）

目標時期： 【平成28年度～定期的に実施：鳥取県】

課題対応 G H QF

地域の支え愛マップづくりを通した地域防災力向上を行った。

昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響があったが、次のような取り組みを実施している。
①支え愛マップづくりインストラクター養成研修（対象者：各市町村社会福祉協議会
職員、市 町村職員）
【日時】8/4（県社会福祉協議会）、11/19（倉吉市社会福祉協議会）
【内容】主に市町村・市町村社協職員を対象とした研修会を実施し、マップづくり

の意義やノウハウを学び、各地区においてマップづくりを広めることで、
災害に強い地域づくりを推進する。

②支え愛マップづくりの取組状況（作成済み地区数）
・令和２年度については、４０地区が新たに作成

支え愛マップ完成支え愛マップ作成状況 救急救命が必要な場合を見越しての訓練状況取組状況

16



ソフト対策 鳥取市

17

想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップ
の作成・周知等

課題対応 全②想定最大規模降雨による浸水想定区域図に基づくハザード
マップ（総合防災マップ）の作成・周知

目標時期： 【平成28年度～29年度：鳥取市】

 平成29年3月作成した「鳥取市総合防災マップ」を新たに令和2年3月に更新。
 情報の更新に伴い、想定最大規模洪水浸水区域による表示に更新。
 避難行動など学習面の充実。
 全戸配布による周知。

想定最大規模
洪水浸水想定
区域による表示

避難行動など学習面の
充実による啓発



ソフト対策

18

避難行動に資する基盤等の整備

⑮災害時に活動拠点となる施設の電源設備の耐水性の確保

目標時期： 【令和1年度、令和2年度、順次実施：鳥取市】

課題対応 W

鳥取市

 鳥取市の防災拠点施設である鳥取市本庁舎が令和元年11月完成。
 浸水対策のため周辺地盤より1.2ｍ嵩上げ。
 非常用発電施設を屋上に設置。

嵩上げ（1.2ｍ）

非常用発電機
・設備方式
　ディーゼルエンジン（ラジエータ冷却式）
・出力（KVA）
　三相３線 6.6ｋV 60Hz 375ｋVA ×2台
・使用燃料及びタンク容量
　使用燃料：A重油
　タンク容量：（主燃料槽）12,000L、（小出槽）1,950L　合計13,950L
・稼働時間
　建物機能維持運転（フル稼働）：72時間（3日間）
　低負荷運転：168時間（7日間）
・供給範囲（庁舎全体または一部）
　・行政及び庁舎機能の維持に欠かせない部門（サーバー室や危機対応部門、空調設備等）
　・執務室のコンセントの半数程度



ソフト対策

19

排水活動の強化 鳥取市

㉟排水施設の操作説明会の実施 課題対応 Y

目標時期： 【継続実施：鳥取市】

 「令和2年度 樋門操作説明会」を実施。
 樋門設備ならびに操作方法、現況水位の確認方法について説明を行った。
 樋門設備の見学ならびに樋門操作の実習を行った。

＜内容＞
① 樋門設備の必要性、施設概要、点検方法、現況水位と出動水位の確認方
法について学習した。

② 施設を見学し、設備の使用方法を学習し、操作実習を行った。
③ 各自担当している樋門操作について、課題や気づきを挙げていただいた。

国土交通省管理樋門操作説明会 開催概要

開催日時：令和2年6月6日（土），7日（日） 10：00～11：00，13：30～14：30（計4回）
開催場所：江津第2排水樋門、河原排水樋門
次回開催：令和3年2月 操作説明会・意見交換会（予定）

 挙げられた課題・気づき（例）

＜内容＞
① 樋門設備の必要性、施設概要、点検方法、現況水位と出動水位の確認方
法について学習した。

② 施設を見学し、設備の使用方法を学習し、操作実習を行った。
③ 各自担当している樋門操作について、課題や気づきを挙げていただいた。

鳥取県管理樋門操作説明会 開催概要

開催日時：令和2年8月6日（木），7日（金） 14：00～15：00（計２回）
開催場所：吉成1号樋門、勝見樋門
次回開催：令和3年2月 操作説明会・意見交換会（予定）

 修繕等を依頼している箇所は、早急に
対応してほしい。

 夜間、逆流しているか、わかりやすくで
きないか。

 樋門によって操作方法が異なるため、
樋門のタイプごとの研修をしてほしい。

 点検項目（部材）がどこに該当するの
か、参考図をつけてほしい。



三輪座長より検討経過報告 橋本事務所長から完成報告 【報告書の手渡し】鳥取市長の挨拶

ソフト対策 鳥取河川国道
事務所

20

多様な防災行動を踏まえたタイムラインの見直し

目標時期： 【令和2年度～定期的に実施：中国地整】

⑧タイムラインの時系列に基づく実践的な訓練の実施
課題対応

A C E

G H

【千代川水害タイムライン完成報告式】
 令和2年6月1日（月）鳥取市役所において､「千代川水害タイムライン〈令和
元年度版〉」の完成報告式を開催。

 当日は、千代川流域の関係自治体首長である鳥取市長、タイムライン検討
会の座長を務めて頂いた鳥取大学大学院の三輪教授、検討会構成機関を
代表して鳥取気象台長が出席。

 完成報告式では、始めに座長の三輪教授より完成までの検討経過等につ
いてご説明頂き、鳥取気象台長の挨拶を頂く。続いて鳥取市長に対し鳥取
河川国道事務所の橋本事務所長より完成報告を行い、「千代川水害タイム
ライン報告書」を3名により手渡しを行った。

 深澤市長からは完成に対するお礼の言葉と、出水期に向えるにあたり、しっ
かりと防災対応していきたいとの発言があった。 千代川水害タイムライン



ソフト対策 鳥取河川国道
事務所
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多様な防災行動を踏まえたタイムラインの見直し

目標時期： 【令和2年度～定期的に実施：気象庁】

⑧タイムラインの時系列に基づく実践的な訓練の実施
課題対応

A C E

G H

・「令和2年度 千代川水害タイムライン検討会」における情報伝達訓練を実施。
・「千代川水害タイムライン【令和元年度版】」の実運用を想定し、メーリングリストでの開催。
・TLレベル発動～本川からの越水までのシナリオに沿って、時系列順に訓練を行った。

＜内容＞
① 状況に応じたフェーズ毎
に、各機関がメーリング
リスト宛にメールで情報
を発信。

② 実運用を想定した訓練に
より、課題や気づきを挙
げていただいた。

情報伝達訓練 開催概要

開催日時：令和2年9月2日（水） 14:00～16:00
開催場所：メールにて開催

 訓練時に発信されたメール（例）

TLレベルの移行

避難所の開設▼

フェーズ/TLレベルの対応

第1フェーズ：TLレベル0～1（機関内・地域調整）
第2フェーズ：TLレベル2（内水氾濫発生のおそれ）
第3フェーズ：TLレベル3（内水氾濫）
第4フェーズ：TLレベル4（中小河川の氾濫）
第5フェーズ：TLレベル5（本川からの越水）

機関名 課題・気づき

鳥取ガス
TLレベル移行時に「千代川水害TLリン
ク集」「千代川水害TL 千代川TL訓練
【詳細版】」を添付すると確認しやすい。

鳥取県
警察本部

何時現在の情報なのか、何時時点の出来
事なのかを記載すれば、情報の価値が上
がるとともに、情報整理がし易くなると
思われる。

日本海
ケーブル
ネットワー
ク

各機関の動きが分かり情報収集に役立っ
た。

鳥取県東部
広域行政管
理組合消防
局

メールのタイトルに「交通情報」といっ
た分類の記載があるとよい。情報がメー
ルとして集積されていくうえで、「検
索」機能を使用した整理が、各機関とも
容易になると考えられる。

 挙げられた課題・気づき（例）



㉒水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 課題対応

目標時期： 【平成29年度～継続実施：中国地整】

ソフト対策 鳥取河川国道
事務所

22

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

【鳥取市からの意見等】
・H30.7豪雨災害時に大雨特別警報が発令された際、発令見込みに関しホットラインがあった。
今後も出来る限り早めのホットラインによる情報提供をお願いしたい。
・防災対応にあたっては普段から顔の見える関係作りが重要なので、今後ともこのような場を開催して頂きたい。
【三輪教授からの意見等】
・防災情報は受け手側の立場を考えて、情報発信することが重要。

写真：トップセミナー実施状況（鳥取市役所 災害対策本部室）

橋
本
事
務
所

長
深
澤
市
長

 令和２年の出水期に備え、千代川水害タイムラインの鳥取市長への完成報告とあわせて、鳥取地
方気象台と合同で「防災・減災に関する鳥取市長トップセミナー」を開催した。

(令和２年６月１日（月）10:20～11:00）
【参 加 者】 鳥取市：深澤市長（他部長級１名、課長級１名）

国交省：橋本事務所長（他２名）
気象台：弘田気象台長（他１名）
鳥取大学大学院：三輪教授

【説明内容】 １）鳥取河川国道事務所からの情報提供
・千代川水害タイムラインの取り組み
・河川整備の状況
・既存ダムの洪水調節機能強化に関する
取り組み
・昨年の水害とTEC-FORCE活動状況
・流域治水プロジェクトについて
・避難の理解向上キャンペーンについて
・マイタイムラインについて

２）鳥取地方気象台からの情報提供

B S



ソフト対策

23

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
鳥取河川国道
事務所

㉖道路管理者等による道路啓開（放置車両の撤去）に関する
事項の周知

課題対応 O V

目標時期： 【継続実施：鳥取県】

タイヤチェーン装着

◆雪害時車両移動訓練◆

日 時 ： 令和2年11月11日（水） 10：0０～１２：００
場 所 ： 道の駅大栄駐車場（東伯郡北栄町由良宿地内）
講習概要： ①車両移動時の移動作業手順、器具の使用方法の説明

②車両移動訓練
参加機関： 国土交通省、倉吉警察署、JAF鳥取支部

災害対策基本法に基づき、雪害時の早急な道路交通の確保を行うために、立ち往生（スタック）車両・
放置車両の移動作業手順、及び器具使用方法の習得を目的とした、実働訓練を実施。

車両牽引補助



ソフト対策 大規模水害を想定した排水計画の作成

㉙大規模水害を想定した排水計画の作成 課題対応 X

目標時期： 【継続実施：中国地整】

鳥取河川国道
事務所

24

内水氾濫や二級河川からの氾濫を踏まえた、排水ポンプ車による排水計画（案）検討。



 開催日時：令和2年12月19日（土）16時00分～17時30分
 開催場所：鳥取市菖蒲集会所
 受講者数：21名

① 鳥取市総合マップの見方
② 想定するシナリオ
③ マイ・タイムラインの作成

④ 安全な避難のための工夫
⑤ 質疑応答

・Step.1 「自宅の水害リスクの確認」
・Step.2 「安全な避難先の検討」
・Step.3 「避難場所までの避難経路の検討」
・Step.4 「避難を行うための準備や所要時間の検討」
・Step.5 「非常持出品」
・Step.6 「警戒レベル毎の私がとる行動チェックリスト」

 実施内容

■ワークショップを終えた住民の感想
• 「高齢者が多いので、避難方法としてはまず車で逃げざるを得ない。排水機
場が機能しない場合は徒歩での避難となる。警戒レベル3の時間が非常に短
く、避難準備する時間が取れないのではないかと懸念している。」

• 「自宅が千代川の目の前にあり、他の人よりも早めに避難しなければならな
い。判断する情報は大雨警報や洪水警報等の情報だと思うが、千代川の水位
を見ながら、警戒レベル3などの情報を基に自分で判断し避難をする。」

鳥
取
市
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

鳥
取
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ

「大きな洪水が来たときに、どの
ような避難行動をとるのか。
皆さんで意見交換をしながら一人
一人の『マイ・タイムライン』を
考えてみてください。

鳥取河川国道事務所 浜田副所長

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

ソフト対策 地域住民に対する防災知識の普及

㊴地域住民等を対象とした出前講座の実施 課題対応 GF

目標時期： 【継続実施：中国地整】

鳥取河川国道
事務所

• 鳥取市及び鳥取河川国道事務所により、鳥取市菖蒲地区の住民に対して『鳥取市マイ・タイムライン』を活用した
ワークショップを開催。

• 『鳥取市総合防災マップ』を参照しながら、自宅の水害リスクや、避難場所までの避難ルート、各警戒レベルでのと
るべき行動について、住民同士で意見交換を行いながら住民一人一人のマイ・タイムラインを作成。

25



ソフト対策 鳥取河川国道
事務所
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大規模水害を想定した排水計画の作成

河川水位上昇による水圧でゲートが閉鎖する構造であり、人
為的な動力を必要としない。

洪水時に操作が必要ないため、従来の引上式ゲートのように
操作員が危険に晒されることが無くなる。

施工順序

➀進入路設置

➁既設構造物撤去
掘削

➂コンクリート打設

➃ゲート設置

ゲート改良概要

出典：旭ｲﾉﾍﾞｯｸｽｶﾀﾛｸﾞより

整備効果

麻生排水樋管

現況写真 現在の引上式ゲートを
フラップゲートへ変更

□ 千代川下流維持工事 －施工概要－ 千代水出張所

完成フラップゲート

工事名：千代川下流維持工事
工 期：令和2年4月1日

～令和3年3月31日
□施工予定時期
：令和2年10月20日～

工
事
概
要

施工s進捗に応じて規制実施

㊶フラップ化等の無動力化を優先的に整備する対象施設を抽出
し、順次整備を実施。

課題対応 Z

目標時期： 【令和1年度～順次実施：中国地整】



ソフト対策 鳥取河川国道
事務所
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迅速かつ適確な情報提供に関する取組

⑰地域住民と水防団員に対する水位情報入手方法の啓発活動

⑱川の防災情報や地デジのデータ放送等の有効性の周知

課題対応 F

目標時期： 【平成29年度～：中国地整】

目標時期： 【平成28年度～：中国地整】

G

川の水位情報を確認しましょう！
～国土交通省では川の水位や画像をｗｅｂで公開しています～

川の水位情報 QRコード

近年、大きな川の堤防が決壊する大水害が多発しています。
平成３０年７月豪雨では岡山県の高梁川水系小田川が決壊、
昨年の台風１９号では東北、関東、北陸地方の一級河川が決壊しています。

そのような大水害に備え、この４月から鳥取河川国道事務所でも新たに
川の画像１１箇所の公開を始めました。是非アクセスしてみてください！

６月１０日から、千代川は出水期（洪水期）に入っています。
大雨、洪水時には確認して、避難行動の参考として下さい。

川の防災情報（https://k.river.go.jp（スマホ、パソコン共通））

水位が上がるとマークの
色が変わります。



ソフト対策 鳥取河川国道
事務所迅速かつ適確な情報提供に関する取組

⑰地域住民と水防団員に対する水位情報入手方法の啓発活動

⑱川の防災情報や地デジのデータ放送等の有効性の周知

課題対応 F

目標時期： 【平成29年度～：中国地整】

目標時期： 【平成28年度～：中国地整】

G

 概ね２００ｍ毎に計算した水位と、堤防の高さとの比較した危険度を表示する「水害リスクライン」により、災害の切
迫感をわかりやすく伝える取組を推進。

 令和元年９月１１日より、一般向けの提供サイトの運用を開始するとともに、対象水系を中国地整管内の全１３水
系に拡大。（対象水系：千代川、他12河川）

現行の洪水予報・危険度の表示
水位観測所の水位で代表して、
一連区間の危険度を表示

水害リスクラインを活用した洪水予報・危険度の表示
左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示

水害リスクライン：
https://frl.river.go.jp/ 28



ソフト対策 鳥取河川国道
事務所
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迅速かつ適確な情報提供に関する取組

㊼ダム放流情報を活用した避難体系の確立 課題対応 C

目標時期： 【平成31年度～：中国地整】

多目的ダム（殿ダム、佐治川ダム） 利水ダム（茗荷谷ダム、三滝ダム）

千代川水系における事前放流の取り組み
◇ダムによるダム下流河川の沿川における洪水被害の防止・軽減の取り組み
いままでは、治水を目的とするダムの洪水調節容量に洪水を貯留

これからは、利水ダムを含めた既存ダムの利水容量も洪水の貯留に活用

◇事前放流 ： 利水容量に貯めている水を大雨が予想される場合に事前に放流してダムの
貯水位を低下させて、洪水の貯留に活用

◇事前放流の基本的な運用方法
・各ダムの予測降雨量が基準降雨量を超える場合に事前放流を実施
・事前放流は、各ダムが設定する洪水調節可能容量の範囲内で、予測降雨量や各ダムの放流設備
などを考慮して確保容量を算定して実施する（確保容量≦洪水調節可能容量）

平常時
最高貯水位

利
水
容
量

洪水調節
容量

【平常時】 【洪水時】
（予測降雨量が基準降雨量を超える場合）

洪水調節
可能容量

平常時
最高貯水位

利
水
容
量

【平常時】

洪水調節
可能容量

確保容量※

※確保容量は、予測降雨量や各ダムの放流設備などを考慮して、洪水調節可能容量の範囲内で予測降雨毎に算出

＜事前放流＞
予測降雨量等から
確保容量※を算定し
水位低下

確保容量※

【洪水時】
（予測降雨量が基準降雨量を
超える場合）

洪水調節容量



ソフト対策 鳥取河川国道
事務所
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迅速かつ適確な情報提供に関する取組

㊼ダム放流情報を活用した避難体系の確立 課題対応 C

目標時期： 【平成31年度～：中国地整】


